
１

次の各問に答えよ。ただし、答は結果のみを解答欄に記入せよ。

 



とする。    の値を求めよ。

 正の数を初項とする公差の等差数列を      …とし、

 


 




 
…



  
 

とおく。

  をとを用いて表せ。

 以上のすべてのに対して  


 
が成立するの最大値を求めよ。

 つのさいころを回投げるとき、回目に偶数の目が出た場合はその目の数を

とし、回目に奇数の目が出た場合は回目に出た目の数をとする。

ただし、さいころのすべての目の出方は同様に確からしいものとする。

 となる確率を求めよ。

 となる確率を求めよ。

 の期待値を求めよ。

答

 



 


  
 

 














２

放物線  上に点があり、各点の座標がそれぞれで

あるとする。ここで、およびは正の数とする。次の各問に答えよ。

ただし、からまでは、答えは結果のみを解答欄に記入せよ。

 すべての実数に対して内積･の値がつねにまたは正となるための必要

十分条件求めよ。

 とおく。実数を変化させたときの最大値が



となる

条件を求めよ。また、そのときのの値を求めよ。

 はと同じとする。実数を変化させたときがつねに



より小さくなるための

条件を求めよ。

 の条件が成り立つとする。実数を変化させたときが最大となるの値を

求めよ。また、そのときのの値を求めよ。

答

    


    

 


   


 

３

次の各問に答えよ。ただし、答は結果のみを解答欄に記入せよ。




  



の展開式における定数項を求めよ。

  



   のとき、




の値を求めよ。

 直線  は軸と直線 のなす角を等分する。

定数の値を求めよ。

 次変換によって点が点に、点が点に移されるとする。

この変換によってある点が点に移されるとき、点の座標を求めよ。

答
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４

 


   


     … とする。

次の各問に答えよ。

  を求めよ。


 



  を求めよ。

答




  
 

５

講評

１

 三角比の対称式の問題。基礎レベル。

 等差数列と部分分数分解を利用して和を求める問題。教科書レベル。

 さいころの確率の問題と期待値の問題。例年の確率に比べるととても楽な問題。

２

～ 内積の計算が面倒だが、計算するとからまで片がつく。

 二次関数の頂点を求めるだけ。要領よく計算すること。

最後のは加法定理で攻略すると楽。

３

 多項定理の問題。基礎レベル。

 対数方程式の問題。   
 をテキパキと適用。

 傾きって度だよね？ 基礎レベル。

 点移動の行列の問題。教科書レベル。

４

 三角関数との部分積分の問題。間違えようがない。

 部分分数分解で和を求めてからの無限に飛ばす問題。教科書レベル。

記述部分は２と４で他は結果のみを記入させる例年通りの形式で

ある。今年の期の問題もそうだが「要領よく計算する」ことが

攻略の鍵であるといえよう。

１、３の小問集合を確実に攻略し、４の基本的な微分積分の大問を

確実にとり、残った時間で２に挑戦するというのが妥当だろう。

英語とのバランスも考えると、８０％位が合格の目安だと考えら

れる。
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